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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・12/4地震を想定した避難訓練を実施予定。
・12/8実地指導がある為、書類の確認作業を進めていく。
・平賀IOO行の書類ボックスが管理室前に準備されたとのこと。印鑑をいただきたい部分には付箋を貼るなど、確認しやすいように書類を提出すること。
＜青明舎登録者情報＞
・森田　清助様～11/19定期訪問実施。室内には埃があちらこちらに見られている。体調を確認すると、通所スタッフより体重を減らす様言われ、「8月に比べて5ｋg減った」とのこと。現在の体重は76.5㎏で、減量ができていることを評価している。本人より、「体重を減らすために御飯を少量（0.5合）しか食べれないから、夜に腹が減って眠れない」との訴えが聞かれている。その際の対処法を確認すると、「冷蔵庫に買って置いた惣菜を食べたり、むつ食品でチキンカツ買ってくる」とのこと。スタッフより缶コーヒーとタバコを控えると体重減に繋がることを説明し、訪問を終了している。
・高柳　和子様～11/19定期訪問実施。生活状況は変わりないと話している。先週に掃除をした際にもう履かないであろうズボンがたくさんあったとのことで、欲しい物があっても、本当に買った方がいいのかどうか考えていると話している。休日にもそんなに買い物はしてないとのこと。デイケアには継続的に行っていると話す為、評価している。しかし、先週木曜日は、家の鍵が閉まっているか不安になり、銀行にも用事があった為、銀行に寄るのを理由に昼過ぎに早退したと報告している。結果的に家の鍵は閉まっており、良かったと話している。困ったことがないか聞くと、「ないかなぁ。」と答え、「なんとか冬を越せそうです。」と話しているので、明るく考えられていることを評価している。
・前野　義勝様～11/22定期訪問実施。近況について確認すると、体調面は変わりなく経過しており、生活面でも特に変わったことや困っていることはないとのこと。仕事では大きな問題はないが、右肩痛があり、青南病院から処方されているナパゲルン軟膏や湿布貼付して対応していると話している。極力、右肩に負担を掛けないよう、仕事で使うショルダーバッグも逆肩に掛けているとのこと。また、うみねこ幸房に新しい利用者が入ってきたとのこと。自分よりも若くて資格もいっぱい持っていてすごいと話している。先週の訪問をキャンセルしたことについては、姉の所に行っていたため、訪問を受けられなくなったと話している。定期的に会う機会は設けており、階上町の施設に入所している母の所にも姉弟で面会しに行くことがあると話している。服薬は、睡眠剤が減薬となり、下剤の種類も変更になったが、特に変わりなく、自分に合っていると話している。
＜利用者情報＞
・木村　正子　様～夫と共に来所し､本日も欠席したいことを訴えている。｢具合悪い｣｢デイケア辞める､ここに来るとストレス溜まる｣｢家でもストレス溜まる｣等と訴え､途中でしゃがみ込んでいる。どのように体調が悪いか確認するが､｢具合悪いんですよ｣等と曖昧に話している。夫の話では､土曜日頃より不調を訴えるようになり､｢ずっとイライラしているみたい｣｢湊病院に入院する前の状態に見える｣｢薬が合わないのかもしれない｣等と話している。服薬状況は夫が確認し､きちんと内服出来ており､睡眠･食事ともに良好。自宅では臥床して過ごすことが目立っているとのこと。また､話の途中で｢サンデーで買い物する｣等と､会話の前後とは関係ない話をすることもあり､まとまりのない会話が目立つ。明日の外来診察時に夫も同席すると話しており､主治医へ事前に情報提供しておくこと､何かあれば連絡いただきたいことを夫へ伝えている。
・野月　利章　様～右手の掌･甲､鼻の頭に擦過傷をつけて来所しており､処置後に状況を確認。本日､銭湯で入浴中に2回転倒したと話している。｢なんか､ふらふらしちゃって｣｢転んで首も痛いんだよね｣等と訴えており､湯船につかり過ぎないこと､不調が続くようであれば再度教えていただきたいことを説明している。以後は不調を訴えることなく､穏やかに他者と交流して過ごしている。
・大久保　康弘様～2週間前転倒した時の痛みがある為、少し遅れて来所するとの連絡あり。来所時に状況を確認すると、手と膝の痛みを訴えている。室岡整形外科で診てもらっているが、今後は八戸赤十字病院で診てもらいたいとの希望が聞かれている。外来受診時に担当医に相談するように伝え、不調時には無理をしないよう伝えている。
＜外来情報＞
・種本　サハ様～本日インフルエンザの予防接種実施。本人より、空腹時に低血糖になるといけないからたくさん食べてしまうとの訴えが聞かれている。担当医より、そのようなことはせず、体重増加に注意するように説明されている。また、缶コーヒーを変わらず飲んでいるとの事で、飲まないように指導されている。
・若松　健一様～血圧が154/84ｍｍHgと高めであり、本人より3ヶ月前から夕方頭痛があると報告している。血圧高値に伴う頭痛が考えられるた為、ディオバン（40）1T朝食後が処方されている。また、自宅に血圧計があるとの事で、朝夕に図って記録するようにと血圧手帳を本人に渡している。
＜事例検討＞
カンファレンスシート（　細越　定生　様）

実施日：H25年11月24日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：小林・會津・油津

検討内容　デイケアでの関わり方の検討
	氏名
	細越　定生様
	性別
	男
	年齢
	55
	生年月日
	昭和33年4月10日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	現在の生活を続ける・本人の希望通りに。

	本人希望
	自宅から出掛け、日中過ごす場所がほしい（仕事をしているように見せたい）。
他者を話す機会を増やして知識を高めたい。

	家族希望
	現在の生活続けてほしい。

	入院歴
	当院計7回（最終：H21年4月28日～H21年7月5日）※詳細不明

	通所歴
	2回目

· 前回：H19年3月　日～H21年4月28日

· 今回：H21年7月7日～現在　　（週2回/水・金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護『五福』（週1回/火曜日）
地域生活支援センター『青明舎』（相談事業・活動室利用）※H25年ﾄﾗﾌﾞﾙ以降利用なし

	住居：
一戸建て、単身生活
	家族構成
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	利用制度
	障害者手帳2級
	年金2級
	他（自立支援医療制度）

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在のままの生活を続けたい。他者と話をしたり知識を得るなどして自分を高めたい。
	①病状悪化を予防し、再発を防ぐ。
	①内服を毎日行い、何か体調に変化を感じたらスタッフに相談する。
	①内服を欠かさずに行う。スタッフは、病状（易怒性・易刺激性など）を観察し、内服を行っているかどうか、月1回確認する。

	
	②自分が有意義だと思えるような活動内容を考え、デイケアでの時間を過ごす。
	②周囲と関わる機会多く持ち、周囲とトラブルなく過ごす。
	②相手が興味のあるような話題を振り、会話の機会を多く持つ。威圧的な態度をとらないよう、冷静に対処する。威圧的な態度をとっていた時は周囲にどのような印象を与えているか、スタッフと振りかえる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①内服を毎日行い、何か体調に変化を感じたらスタッフに相談する。
	・病状悪化すると異常体験（風がないのにズボンの足が持ち上がる、自宅周りを除いてくる等）を訴えることがある。本人は、超常現象や事実として捉えており、病気からくるものとは認識していない。病状であることを説明するも、「霊的なもの」と話し、納得することはない。
・怠薬にて病状悪化、入院を繰り返している。本人は「まあまあ飲んでいる」とはぐらかしている。内服について詳しく聞こうとすると「先生は飲んでも飲まなくてもいいって言っていた」と不機嫌となる。「薬は病院通う必要があるからもらっている。話をしたい。」「自分は障害者だから」と話しており、通院の必要性と障害については理解している様子。
・プライドが高く、スタッフより自分が目上であるため、周囲にとやかく言われることを特に嫌う傾向にある。指導的な関わりは効果的ではない。医師が治療を本人の希望に任せているため、本人納得し、通院継続できていると考えられる。

・病状悪化のサインとして、イライラや落ち着かなさ、周囲の環境への易刺激性がみられることがあるため、関係機関で情報共有しながら、再発の兆候を見逃さないようにする必要がある。
	・最近病状悪化のサインは見られておらず、落ち着いて過ごすことが出来ている。デイケアのスタッフに対して何を話しても変わらず対応し聞いてくれることに安心感を持っている様子であるため、今後も本人の話を聞いていく関わりは必要となる。
・何か問題が起きた時や、本人から弱っているような発言が聞かれた際には、すぐに状況を確認し、現状の生活を維持できるようにサポートしていく。

	②周囲と関わる機会多く持ち、周囲とトラブルなく過ごす。
	・デイケアに来る目的として、①日中通う場所が欲しい（見知った人がいる所）、②誰かと話をして過ごしたい、の2点を挙げている。
・プログラムは、運動療法（散歩）と社会適応能力のみに参加し、後は自主的に作業療法を行っている。プログラムに参加するとひっきりなしに話しており、スタッフと会話をすることが目的で参加している様子がある。
・本人が気に入らないこと、納得できないことに関しては、必要以上に声を荒げることがある（スタッフ・利用者問わず）が、頻度としては月1回程度。カッとなると周囲に配慮せずに、不満や文句、嫌味を大声で話す。スタッフの説明に対しては、その場では納得しないが、数日経過すると内省している。
	・自分から積極的に交流しており、本人なりに相手に対する質問を変えていると話している。本人が気に入らないことに対して声を荒げることがあるが、話している内容の意味が分からず、本人の気持ちを把握することが難しいことがある。今後の関わりとして、わからないことは素直に確認しながら本人の気持ちを把握し、トラブルへの対処を行っていくとともに、安心してデイケアで過ごすことが出来るように本人の話を傾聴していく。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在のままの生活を続けたい。他者と話をしたり知識を得るなどして自分を高めたい。
	①病状悪化を予防し、再発を防ぐ。
	①内服を毎日行い、何か体調に変化を感じたらスタッフに相談する。
	①内服を欠かさずに行う。スタッフは、病状（易怒性・易刺激性など）を観察し、内服を行っているかどうか、月1回確認する。

	
	②自分が有意義だと思えるような活動内容を考え、デイケアでの時間を過ごす。
	②周囲と関わる機会多く持ち、周囲とトラブルなく過ごす。
	②相手が興味のあるような話題を振り、会話の機会を多く持つ。威圧的な態度をとらないよう、冷静に対処する。威圧的な態度をとっていた時は周囲にどのような印象を与えているか、スタッフと振りかえる。


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ

